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16 組合せ 
142 

(1) 

（ア） 
 異なる n個のものから重複を許して r 個とる組合せの数は rrnrn CH 1-+=  

「同じ種類の 6 冊のノートを 3 人に配る」は， 

「3 人から重複を許してのべ 6 人を選び，それぞれにノートを 1 冊ずつ配る」と同じ。 

つまり，3 人を A,B,C とすると，のべで A が 3 人，B が 2 人，C が 1 人選ばれたとき， 

配られたノートは A が 3 冊，B が 2 冊，C が 1 冊ということ。 
 よって， 28CH 6863 == 通り 

 または， 

同じ種類の 6 冊のノートを同じ 6 つの○で表し，3 人を A,B,C とし，それぞれのノートの

取り分を 2 つの仕切り｜を用いて，A の取り分｜B の取り分｜C の取り分 とすると， 

たとえば ○｜○ ○ ○ ○ ○｜ の場合，A が 1 冊，B が 5 冊，C が 0 冊となる。 

これは 6 つの○と 2 つの｜の順列または 8 ヶ所の 2 ヶ所に｜を入れる組合せと同じ。 

よって， 28
!6!2

!8
= 通りまたは 28C 28 = 通り 

（イ） 

 あらかじめ 3 人にノートを 1 冊ずつ配っておき，残りの 3 冊のノートを 3 人に配るとし

てよいから， 10CH 3533 == 通り。 

または， 

3 つの○と 2 つの｜の順列または 5 ヶ所の 2 ヶ所に｜を入れる組合せと同じ。 

よって， 10
!3!2

!5
= 通りまたは 10C 25 = 通り 

(2) 

（ア） 

 各ミニチュアカーが 3 人のうちの 1 人を選ぶと考えて， 72936 = 通り 
（イ） 

 2 人だけへの配り方は ( ) 62322C 6
23 ×=- 通り 

1 人だけへの配り方は 3 通り 
よって， ( ) 5403623729 =+×- 通り 
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(1) 

ア 
 1269CCC 443729 =×× 通り 

イ 

解法 1：余事象から求める 

 教員が同じ部屋に入る場合 

  2 人部屋に入ったとき 
   35CC 4437 =× 通り 

  3 人部屋に入ったとき 
   105CCC 441527 =×× 通り 

  4 人部屋に入ったとき 
   210CCC 223527 =×× 通り 

 よって，教員が異なる部屋に入るようにする割り当て方は 
( ) 910210105351260 =++- 通り 

解法 2：直接求める 

 教員が 2 人部屋と 3 人部屋に入る場合 
  210CCC2 442617 =×××  

  補足 

教員の入り方は 2 通りある。 

 教員が 3 人部屋と 4 人部屋に入る場合 
  420CCC2 332527 =×××  

 教員が 2 人部屋と 4 人部屋に入る場合 
  280CCC2 333617 =×××  

 よって， 910280420210 =++ 通り 

(2) 

解法 1 

 教員が同じ部屋に入る場合 

7 人の生徒の入り方はイの解法 1 より， 35021010535 =++ 通り 

 教員が異なる部屋に入る場合 

  910＝教員の 2 部屋への入り方×7 人の生徒の入り方 

＝ ´2 7 人の生徒の入り方 

  より，7 人の生徒の入り方は 455
2

910
= 通り 

 よって， 805455350 =+ 通り 
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解法 2：直接求める 

 

3527

2437

3437

1347

2347

47

CC232
CC223
CC133
CC214
CC124

C034
234

×
×
×
×
×

割り当て方の数人部屋人部屋人部屋

 

 よって， 

 
( ) ( )

805
10211035735CCCCCCC1C 3527243437231347

=
×+×+×=×+++++

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 

144 

(1) 

ア 

 E, E, E, L, L, C, N, T, X の順列だから，並べ方の総数は 30240
!2!3

!9
= 通り 

イ 

 L が続けて並ぶ場合の順列の数は，LL を 1 つの文字とみなすことにより， 6720
!3
!8
= 通り 

 よって，L が続けて並ばない並べ方の総数は 23520672030240 =- 通り 

ウ 

L, L, C, N, T, X の順列の間または両端の 7 ヶ所のうちの 3 ヶ所に E を入れればよいから， 

1260035360C
!2
!6

37 =×=× 通り 

(2) 

エ 
 E が 3 個：L, C, N, T, X から 1 つ選び，並べるから 204C15 =× 通り 

 E が 2 個，L が 2 個： 6
!2!2

!4
= 通り 

 2 個のE とE 以外の異なる 2 文字：L, C, N, T, X から 2 つ選び，並べるから 120
!2
!4C25 =× 通り 

 2 個の L と L 以外の異なる 2 文字： 120
!2
!4C25 =× 通り 

 同じ文字が含まれない：E, L, C, N, T, X のうちの 4 つを順に並べるから， 360P46 = 通り 

 よって， 626360120120620 =++++ 通り 
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 円順列の総数は，1 個しかない白玉を固定することにより， 13860
!6!4!2

!12
= 通り。 

 このうち，白玉から見て左右対称になる円順列の数は，赤玉 1 個，青玉 2 個，黄玉 3 個

の順列で決まるから， 60
!3!2

!6
= 通り。 

 この円順列をもつネックレスは表裏とも同じ円順列だから，数珠順列の数も 60 通り。 

 他の 138006013860 =- 通りの円順列はネックレスの表と裏の円順列が 1 対 1 に対応する

関係にあるから，数珠順列の数は 6900
2

13800
= 通り。 

 よって，数珠順列の総数は 6960690060 =+ 通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 

表 

裏 

裏 

白玉から見て左右が対称 

白玉から見て左右が非対称 
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(1) 

 15
!3

CCC 222426 =
××

 

(2) 
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 または 
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 補足 

  ( )!
!

!
1

!
P

C
rn

n
rr

rn
rn -

×==  

( )!214
!14PPPP 2142216212214 nnn -

==××× -  

(3) 

 

( ){ } ( )
( )

( )( )
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!14
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!14
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より，
( )( ) 1

1
2137

>
+

--
n

nn  

 両辺に 1+n を掛けると， ( )( ) 12137 +>-- nnn ( )01>+n  

 この両辺を整理すると， ( ) 045142 2 >+- nn  すなわち ( )( ) 0952 >-- nn  
 nは 1 以上 7 以下の整数だから，この不等式を満たす nの値は 4,3,2,1  

(4) 
 4,3,2,1=n のとき， ( )( ) 0952 >-- nn より， 1+< nn SS  

5=n のとき， ( )( ) 0952 =-- nn より， 1+= nn SS  

 6=n のとき， ( )( ) 0952 <-- nn より， 1+> nn SS  

 よって， 7654321 SSSSSSS >=<<<<  

 ゆえに， nS を最大にする nの値は 5 と 6 

147 

(1) 

 ある 1 つの頂点を共有する対角線の本数は 3-n だから， 
その頂点を共有する 2 本の対角線の組は 23 C-n 通りある。 

よって，全部で
( )( )

2
43C23

--
=× -

nnnn n 通り 

(2) 

 4 つの頂点をとると，2 本の対角線の組をつくることができ， 

そのうち，条件を満たす組はただ 1 つだけである。 

よって，
( )( )( )

24
321

!4
P

C 4
4

---
==

nnnnn
n  

補足 

四角形は 2 組の対角線をもち，その共有点は頂点以外の点である。 



2017 スタンダード数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B 受験編を解いてみた    http://toitemita.sakura.ne.jp 

7 

(3) 

 対角線とは 2 つの頂点を結ぶ線分の集合から隣り合う頂点を結ぶ線分すなわち辺を除い

たものだから，その本数は
( )

2
3C 2

-
=-

nnnn  

 よって，2 本の対角線の組は ( )
( ) ( ) ( )( )

8
2331

2
3

2
3

2
1C

2

2
2

3
---

=
þ
ý
ü

î
í
ì -

--
×=-

nnnnnnnn
nn  

 2 本の対角線の組は共有点をもたない組，頂点を共有する組，頂点以外の点を共有する組

に排反に分類されるから，共有点をもたないものは 

 
( )( ) ( )( ) ( )( )( ) ( )( )( )

12
543

24
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2
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8
233 2 ---

=
---

-
--

-
--- nnnnnnnnnnnnnnn

通り 
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(1) 

整数が入る○を 5 つ，整数の仕切り｜を 3 つ用意し，並べる。 

このとき｜の両側に入る数字について， 

左端の｜の左側を 1，右側を 2 

真ん中の｜の左側を 2，右側を 3 

右端の｜の左側を 3，右側を 

と約束する。 

たとえば， 
○｜｜｜○○○○ならば整数の組は ( )4,4,4,4,1  

｜○○｜○○｜○ならば整数の組は ( )4,3,3,2,2 となる。 

そうすることにより，○5 つと｜3 つの順列と整数の組が 1 対 1 に対応する。 

よって，求める整数の組合せは， 

○5 つと｜3 つの順列より， 56
!3!5

!8
=

×
通り 

あるいは，8 個の箱に｜を 3 つ入れる選び方より， 56C38 = 通り 

次に，各組の整数を 54321 ,,,, aaaaa に配分するのだが， 

54321 aaaaa ££££ より，その配分の仕方は 1 通りしかない。 

たとえば， 
整数の組が ( )4,4,4,4,1 ならば 11 =a ， 45432 ==== aaaa  

整数の組が ( )4,3,3,2,2 ならば 221 == aa ， 343 == aa ， 45 =a  

よって，求める個数は， 56156 =´ 個 ・・・（答） 
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別解 

 何種の整数の組にするかで排反に分類する。 

 同じ整数のみからなる組の個数 

  整数の選び方：4 通り 

  どの整数を何個にするかの配分の仕方：1 通り 

  よって，4×1＝4 個 

 異なる 2 つの整数からなる組の個数 
  整数の選び方＝ 24C ＝6 通り 

  どの整数を何個にするかの配分の仕方：(4,1)，(3,2)，(2,3)，(1,4)の 4 通り 

  よって，6×4＝24 個 

異なる 3 つの整数からなる組の個数 
 整数の選び方＝ 34C ＝4 通り 

 どの整数を何個にするかの配分の仕方：(3,1,1)，(1,3,1)，(1,1,3)，(2,2,1)，(2,1,2)，(1,2,2) 

の 6 通り 

よって，4×6＝24 個 

異なる 4 つの整数からなる組の個数 

整数の選び方：1 通り 

どの整数を何個にするかの配分の仕方：(2,1,1,1)、(1,2,1,1)、(1,1,2,1)、(1,1,1,2) 

の 4 通り 

よって，1×4＝4 個 

以上より，整数の組は全部で 56 個ある。 
次に，各組の整数を 54321 ,,,, aaaaa に配分するのだが， 

54321 aaaaa ££££ より，その配分の仕方は 1 通りしかない。 

たとえば， 
整数の組が ( )4,4,4,4,1 ならば 11 =a ， 45432 ==== aaaa  

整数の組が ( )4,3,3,2,2 ならば 221 == aa ， 343 == aa ， 45 =a  

よって，求める個数は， 56156 =´ 個 ・・・（答） 
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(2) 
 11 ab =  

212 aab +=  

3213 aaab ++=  

43214 aaaab +++=  

543215 aaaaab ++++=  

 とすると， 
 111 ³= ab より， 1b は(1)の条件(A)を満たす。 

 4543215 £++++= aaaaab より， 5b は(1)の条件(B)を満たす。 

 54321 bbbbb ££££ より， 1+£ ii bb であり，これは(1)の条件(C)を満たす。 

 よって，整数 ( )54321 ,,,, bbbbb の組の個数は(1)と同じ 56 個である。 

 また、任意の ( )54321 ,,,, bbbbb の組に対し， 

 ( ) ( )45342312154321 ,,,,,,,, bbbbbbbbbaaaaa ----= より， 

 整数の組 ( )54321 ,,,, aaaaa が 1 対 1 に対応する。 

 よって，整数の組 ( )54321 ,,,, aaaaa の個数も 56 個 ・・・（答） 

別解 
 1' 11 -= aa とおくと 0'1 ³a  

また， ( ) 41' 5432154321 £++++=+++++ aaaaaaaaaa より， 

3' 54321 £++++ aaaaa  

ここで， 3' 54321 =+++++ daaaaa となるように 0 以上の整数 dを加えると， 

これを満たす 6 個の整数の組は， ( )0,0,0,0,0,3 ， ( )0,0,0,0,1,2 ， ( )0,0,0,1,1,1  

これを daaaaa ,,,,,' 54321 に分ける方法は， 

整数の組が ( )0,0,0,0,0,3 の場合 

 '1a ～ dのどれか 1 つが 3 となる場合の数より，6 通り 

整数の組が ( )0,0,0,0,1,2 の場合 

 '1a ～ dのどれか 1 つが 2，どれか 1 つが 1 となる場合の数より， 3056 =´ 通り 

整数の組が ( )0,0,0,1,1,1 の場合 

 '1a ～ dのどれか 3 つが 1 となる場合の数より， 20C36 = 通り 

よって、全部で 56 通り 

 これより， 
 整数の組 ( )54321 ,,,, aaaaa の個数も 56 個 
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(3) 
1 桁目の数から順に ni aaaaa  ,,,,, 321 とおくと， 

11 ³a ， ( )niai ,,3,20 =³ ， raaaa n £++++ 321  

ここで， ii aaaab ++++= 321 とすると， 

111 ³= ab ， 1+£ ii bb ， raaaab nn £++++= 321 より， 

整数の組 ( )nbbbb ,,,, 321  に与えられた条件は，(1)の条件と同様である。 

よって，(1)の解法と同様にしてその整数の組を求めることができる。 

つまり， n個の○と 1-r 個の仕切り｜の順列の個数×1 の値が 
整数の組 ( )nbbbb ,,,, 321  の個数となる。 

よって，
( ){ }
( )

( )
( )!1!

!1
!1!

!1
-×
-+

=
-×
-+

rn
rn

rn
rn

個 

また， ( ) ( )112312121 ,,,,,,,,,,, -- ----= nniini bbbbbbbbbaaaaa  より， 

整数の組 ( )ni bbbbb  ,,,,, 321 と各桁の整数の組 ( )ni aaaaa ,,,,,21  とが 

1 対 1 に対応する。 

よって，各桁の数字の組は全部で
( )

( )!1!
!1

-×
-+

rn
rn

個 ・・・（答） 


